
2019年度(令和元年度)
第34回中部プロック動作法セミナー 収支予算書

*注 1*中 日――社会福祉法人中日新聞社会事業団

東海テレビーー社会福祉法人東海テレビ福祉文化事業団

NHK一――社会福祉法人NHK厚生文化事業団中部支局

二重県心理リハビリテイション連合会

I収入の

科 目 予算額 前年予算額 差 異 備考

1会 費 1,650,000 1,650,000 0
親子 15組、

県内トレーナー15名

2助成金 90,000 90,000 0

*えLl*
中日新聞3万、NHK厚生文
化3万、東海テレビ3万

3雑収入 0 10,000 △ 10,000 バザー・廃品回収等

4繰入金 0 24,677 △ 24,677 連合会会計より

合 計 1,740,000 1,774,677 △ 34,677

Ⅱ支出の

科 目 予算額 前年予算額 差 異 備 考

1報 酬 450,000 450,000 0 謝礼、講師料

2旅 費 65,000 65,000 0 講師交通費

3需用費 1,150,000 1,150,000 0 宿泊費、飲食代等

4研修活動費 40,000 40,000 0 認定料、7Rl定写真、集団療法

5通信費 12,000 12,000 0 郵送料、宅配便等、印刷等

6会議費 23,000 25,000 △ 2,000
会場費等

7雑 費 0 32,677 △ 32,677 消耗品、コピー等

合 計 1,740,000 1,774,677 △ 34,677



二 重 県 心理 リハ ビ リテ イ シ ョン連 合 会 規 約

第 1条 (名称及び事務局 )

本会は、二重県心理 リハビリテイション連合会と称し、事務局は書記宅におく。

四日市市日永 1-4-29を事務局所在地とする。

第 2条 (目 的 )

本会は、障害児 (者)の動作学習の援助を心理 リハビリテイションに基づいて行い、

障害児 (者)の動作の改善・精神面の発達を図ることを目的とする。

第 3条 (活動。事業 )

本会は、前条の目的を達成するために次の活動や事業を行 う。

1.二重県各地域の支部 (心理 リハビリテイションの会等)の統率と連絡調整のため、
年一回以上の理事会を行う。

理事会は、各支部の代表が揃 うことを原則とする。

2.理事会の企画・運営については,以下に定める連合会役員がこれを行 う。

3.一週間宿泊集団集中訓練会 (連合キャンプ)を計画し,実施する。
4.ト レーナー研修。母親研修を企画する。

5.月 例訓練会の日程の調整をする。

6.その他,本会の目的達成のための活動。

第 4条 (役員 )

1.連合会役員は次にあげるものをおく。

会  長   1名
副 会 長  2名 (親の会 1名 ,研究会 1名 )
書  記   3名 (親の会 1名 ,研究会 2名 )
会  計  2名 (親の会 1名 ,研究会 1名 )
理  事   各支部より1名以上 (役員との兼務可)
会計監査  2名 (親の会 1名 ,研究会 1名 )

2.任期は一年とし,再任は妨げない。役員任期は、4月 1日 ～翌年 3月 31日 までとする。

第 5条 (連合会の構成 )

1.各地域の心理 リハビリテイションによる訓練会や組織を持つ親の会と研究会 (ト レー

ナーの会)と トレーニーの会により構成される。 (各支部に属する部員は会員となる。)



尚,理事会開催にあたり,必要ある時は,研究会代表等に参加を要請することができる。

2.新規に加入申請のあった団体 (会)については、理事会において審議し、決定する。

第 6条 (運営 )

1.本会が主催する事業については理事会で企画し,各支部が分担協力して実施運営にあたる。

2.全支部が揃つて運営していくのが困難な場合は,理事会の委嘱により、代表の支部が

かわって実施運営することもある。

第 7条 (会計 )

1.本会の経費は年会費,参加費,助成金,寄付金を以つて充てる。

2.会計年度は4月 1日 より,翌年の 3月 31日 までとする。

3。 年会費等については別に定めるものとする。

(付則 )

本規約の施行に関して,役員会において細則を設けることができる。

旅費規程は別に旅費規程を定め、昭和 60年 10月 1日 より施行する。

本規約は昭和 60年 10月 1日 より施行する。 (1985年 )
本規約は平成 2年 10月 10日 より施行する。 (1990年 )

本規約は平成 3年 9月 16日 より施行する。 (1991年 )

本規約は平成 12年 4月 1日 より施行する。 (2000年 )

本規約は平成 15年 4月 1日 より施行する。 (2003年 )

本規約は平成 21年 6月 7日 より施行する。 (2009年 )

本規約は平成 27年 4月 11日 より施行する。 (2015年 )

弔慰お見舞い規定は別に定め、平成 29年 4月 8日 より施行する。 (2017年 )

本会規約は令和元年 5月 11日 ～施行する (2019年 )



関係各位

二重県心理リハビリテイション連合会

会長 金森 真由美

日頃は心理リハビリテイション連合会の活動にご協力いただきまして、ありがとうございます。本年度も動作法

集団宿泊集中Jll練会を下記のように開催することになり、トレーニー参加希望者を募集いたします。申込用紙に

必要事項をご記入の上、お申込み下さい。

第 34回 中部プロック動作法セミナー トレーニー募集について

言己

2019年 8月 18日 (日 )～ 8月 23日 (水) 5泊 6日

二重県立鈴鹿青少年センター

〒 5130825 二重県鈴鹿市住吉町南谷口  TEI C159 378-9811

心理リハビリテイションスーパーバィザー有資格者 、スーパーバィザー研修者

1 開催日

2会場

3 キ旨輔

日本リハビリテイション心理学会では心理リハビリテイション資格認定員会を設け、心理リハビリテイション

を実践する者の資質向上を目指して、トレーナー資格、スーパーバィザー資格を定めています。認定キ

ヤンプで3回以上研修することでトレーナー資格、トレーナー資格取得後5回以上研修することでスーパ

ーバイザー資格を取得する条件ができ、資格認定委員会の認定を経て、有資格者となります。また、スー

パーバイザー資格は取得後5年ごとに資格認定委員会が適不適を判断しております。

募集人員 トレーニー 15名
集団での活動(スケジュール)に支障なく参加できる方に限ります。

参加費  80,000日程度  トレーニー1名と保護者の研修費、宿泊費、食費
付添い者2名以上は実費負担です。

※ 参加費は、当日受付にお支払ください。

※ 集団宿泊訓練会の様子やスケジュールは、三重県心理リハビリテイション連合会のホームページから

ご覧いただけます。

Ⅲ ://1″～
wv化o61 com/mie/

申込方法・締切

申込み票に必要事項をご記入の上、各支部ヨl麟会の代表者ヘ

5月中に、お申込み下さい。

月例]|1練会の機会を利用いただけると幸いです。

代表の方は、とりまとめて連合会会長・金森までお願いいたします。

問い合せ先

三重県心理リハビリテイカ ン連合会 会長 金森真由美

Te1  090-8323-6761  Fa 0594-23-6789

第32回中部プロック動作法セミナー準備委員会

E¬a‖ 34miЮ Ito61 colll(PC) 事務局 伊藤路―



心理リハビリテイシヨンキャンプとは

動作法では、自分の身体を思つたように動かせない人が、自分の意図通り身体を動かす努力の仕方を学習していきま

す。あくまでも主体者は動作不自由をもつたトレーニー自身なのです。トレーナーはどうすればトレーニーが自分の身体

に気づき、思つたように自分の身体を動かしたり、思つたように使いこなしたりせ るか、一人一人に合つた援助の方法を

探しながら努力させていきます。

一週間トレーニーたちは、1回 1時間、一日3回の訓練の中で、トレーナーの先生とスーパーバイザーの指導の下、一

対―で自分の身体を思つたように自分で操作する身体の動かし方を学習します。(2名 以上のトレーナーが分担するこ

ともあります。)訓練の他、集団でゲームをしたりする中で、他者と関わりながら積極的に活動できることを目指す集団療

法の時間もあります。また、年長のトレーニーは青年隊を組織し、キヤンプの中でいろいろな話をしたり、人の話を聞いた

りして自らを高める機会もあります。

一方、保護者は単なる付添いではなく、保護者研修で子どもたちがどんな学習をしているのか、講義や実技指導を受け

ます。また、訓朦がスムーズに進行するために、親の会の仕事(食事の配膳、訓朦着の洗濯、掃除、買物など)をしていた

だきます。集団生活ですから時間厳守、自分勝手はかなわず、スケジュールに流される感は否めません。最初は戸商

ことも多いかと思いますが、初めは他人でも、二三日後には拘ち解け合つて、いろいろな悩みを話せる仲間力ヽ曽えるので

はないかと思います。

心理リハビリテイションキヤンプは、子どもだけでな←壺―喘瞥も保護諸も成長します。そんな不思議なキャンプです。

三重県心理1リハビリテイション連合会  (会長 金森真由美 )

後 援・助 成

二重県教育委員会、二重県社会福祉協議会、鈴鹿市社会福祉協議会、鈴鹿市、中日新聞社会事業団、

東海テレビ福祉文化事業団、NHK厚生文化事業団、朝日新聞、心理リハビリテイション資格認定委員会(予定)

第 34回中部プロック動作法セミナー (二重心理リハ連合キャンプ)参加申込み票(各支部代表者まで)

参加者名(

生年月曰く西暦〉(    年
住所(〒

肩E薦議雪豪冒デ署:(

EメーールくPC〉 (

付添い者 (すべての方について記入してください。)

)性 別(男 ・女 )年 齢 (
月   日) 所属 (

)携帯番号 (

)く僣野帯メ…リレ〉(

才) (車いす ・ バギー )

)シ ーツ拗 バー借用する

)

)

)

年  月  日) シーツ藤 バー媚用する
年  月  日)シ‐ンt肋パー措用する
年  月  日)シーン枕か 喘ヽ韻ける

氏名(

氏名(

氏名(

)年齢(   才)生年月日(
)年齢(   才)生年月日(
)年齢(   才)生年月日(

※ 氏名、生年月日は保険加入申込に使用させていただきます。

※ 宿泊は¬8日夜～22日夜まで5'自、食事は18日昼食～23日 昼食までを用意します。

※ 宿泊およびお昼寝用のシーツ(上下)枕カバーは、各自持込みを原則とします。センターのシーツ(上下)枕

カバーを借用される方は、「シーツ枕カバー借用する」にOをつけてください。

※ 食事に関するアレルギー 無 ・ 有 (                           )

※ 宿泊、食事等について特にご相談のある方は、連合会会長(金森)まで直接ご連絡ください。

※ 研修内容のご希望、連合会への要望等がありましたら、ご記入ください。

〔



関係各位 2019年 5月 吉日

三重県心理リハビリテイション連合会

会長 金森 真由美

第 34回 中部プロック動作法セミナーのご案内

春暖の候、皆様にはますますご健勝にてご多忙な毎日をお過ごしのことと存じます。

さて、当連合会では本年度も自立活動指導の参考となる臨床動作法の宿泊集中研修会を下記のように開催い

たします。〈今年度は短期間研修を設け、それぞれ、「宿泊有」・「宿泊無」を選べるようにしました。)

つきましては、動作法に関心をお持ちの方、重度重複障害児等の支援について悩んでみえる現場の先生方に、

動作法をじつくりと研修していただきたくご案内申し上げます。

記

1開催日  2019年8月 17日 (土 )～ 8月 23日 (水 )
○ 【」団邸躙例8月 17日～23日、 R詢床動作法」「講義」「実牧実習」「ケース検討」「キャンプの運営」
② 【短期研修Al、 3月 17日～Ю日、「1日讀睦」「臨床動作法」「講義」曝嗽実署」「ケース検討」時ヤンプの運営」
③ 【短期研修B】、8月 21日～23日 「臨床動作法」「講義」曝教実習」「ケース検討」「キャンプの運営」
④ 【1日講座】8月 17日 13:∞～18:∞「請義」「-3」

2会場   二重県立鈴鹿青少年センター
〒 5130825 二重県鈴鹿市住吉町南谷口  TEL 059 378 9811

3主催   二重県心理リハビリテイション連合会 (各地域親の会、トレーナーの会、トレーニーの会)
4後援   二重県教育委員会、二重県社会福祉協議会、鈴鹿市社会福祉協議会、鈴鹿市、中日新聞社会事

業団、東海テレビ福祉文化事業団、NHK厚生文化事業団 心理リハビリテイション資格認定委員

会など各種団体  (申請中)

5講師   心理リハビリテイションスーパーバィザー資格取得者 数名
6研修内容 「教育臨床動作法」「講義」「実技実習」「ケース検討③賜J・全体)」「キャンプの運営」など

※日本リハビリテイション心理学会心理:ル ビヽリテイション資格認定委員会認定の研修キヤンプ

①3Эの参加者には資格認定委員会の研修終了証明書が発行されます。
7募集人員 トレーナー研修  15名

サブトレーナー   5名 (麻騰 、講義は翻 kきません。創願鋪 助、ケース櫛寸、
キャンプ運営の係活動,珈 します。)

8参加費用

種類
参加の形態 一般

参加費
学生

宿泊での参加形態 期間

県内

宿泊

1週間 (フル ) 17日 ～ 23日 30000 25000

短期A 17日 ～ 20日 18000 15000

短期 B 21日 ～ 23日 12000 10000

県外

宿泊

1週間 (フル ) 17日 ～ 23日 35000 25000

短期A 17日 ～ 20日 20000 15000

短期B 21日 ～ 23日 14000 12000

宿泊

無し

昼食

1週間 (フル ) 17日 ～ 23日 12000 12000

短期A 17日 ～ 20日 6000 4000

短期8 21日 ～ 23日 4000 3000

1日 講座 17日 2000 1000

参加費は、当日受付にてお支払ください。 (詳細は HPに掲載しています)



申込方法 申込み票に必要事項をご記入の上、Eメール等で 6月 17日 (日 )迄に、お申込み下さい。
参加決定は、7月初旬頃にご本人へ通知させていただきます。

10申込み先・問い合せ先
三重県心理1ル ビヽリテイション連合会

E¬J1 34mb@to61 com(PC)

事務局 伊藤路-805)3455708(留守電 fax)
〒51CX1885四 日市市日永 1429

心理リハビリテイション研修キャンプ

動作法では、あくまでも主体者は動作不自由をもつたトレーニー自身なのです。

臨床研修ではトレーニーが自分の身体に気づき、どうすれば思つたように自分の身体を動かしたり、思つた

ように使いこなしたりできるか、トレーナーは SVの指導のもとで研修します。

一人一人に焦点を当てた課題をもとに、からだを通して指導しますので、トレーニーは少し頑張れば「でき

る」という成功体験を通して、大きな目標に向かつていくことができます。

一週間のうちに、トレーニーは自分自身の課題と直面し真剣に頑張る体験、頑張ればできるという体験を

し、身体の動きだけでなく、心理面での成長も大しヽこ期待できるのです。

セミナーは隔鋼錮『実技実習』『臨床研修』『ケース検討会』『キャンプ運営』などの時間があります。

この研修会は日本リハビリテイション心理学会心理リハビリテイション資格認定委員会の認定を受けた研修

キャンプです。トレーナー資格やスーパーバイザー資格取得・更新に必要な臨床研修修了証明書を発行い

たします。

中部ブロック動作法セミナーの様子は、

二重県心理リハビリテイション連合会のホームページからご覧いただけます。

〈ご希望のところにOをつけてください。〉

① 【1躙硼刷 8月 17日～23日、  参加形態(トレーナー 宿泊・通い )・ (サブトレけ―宿泊・通い)
② 
“

湖研修A】 3月 17日～211日、  参加形態(トレーナー 宿泊・通い )・ (サブトレサー宿泊・通い)
③ 朧瑚研修B】 8月 21日～23日、  参加形態(トレーナー 宿泊・通い )・ (サブトレサー宿泊・通い)

④ 【1日講座】8月 17日 13:30～ 18:lXl 参加形態 (1日謙錮墜瑠講 )

お名前 (

生年月曰く西暦 〉(

動作法経験(無 ・ 有

住所(〒

師     (                                      )

Eメール(                         )
食事に関するアレルギー  無 ・ 有 (

)性 別 (男 ・ 女 )所 属〈
年  月  日  満  才) 身長 (
年)     認定キヤンプ経験(   回

cm)

無 )

)

携喘をドメインlt061 cornからのメールを受信可能に設定してください。

※ 身長は組み合わせの参考こさせていただきます。生年月日は保検加入申週こ側用します。

※ 希望する研修内容等がありましたら、ご記入くだぎ 。`組み合わせの舞 にさせていただきます。

〔
１ヽ

http′し/v、～
NNv to61 com/mie/

第34回中部プロック動作法セミナー(二重心理リハ連合キャンプ)参加申込み票(Eメール可)



第34回 中部プロック動作法セミナー・二重県心理 リハビリテイション連合キャンプスケジュール

月/日 8/17(土 ) 8/18(日 ) 8/19(月 ) 8/20(火 ) 8/21(ガく) 8/22(木 ) 8/23(金 )

7:00

30

8:00

30

9:00

30

10:00

30

11:l10

30

12:00

30

13:00

30

14:00

30

15:00

30

16:00

30

17:00

30

18:00

30

19:(Ю

30

20:00

30

21:00

30

22100

30

保護者 保護者 保護者 トレーナー トレーニー 保護者 保護者 卜し― ナ ー [ 卜し―二 保護者
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